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議
案
の
概
要

　
災
害
時
の
避
難
生
活
、
学
校
授
業
、
部
活

動
お
よ
び
学
校
開
放
活
動
時
の
熱
中
症
対
策

と
し
て
、
学
校
体
育
館
に
空
調
設
備
を
整
備

す
る
も
の
。

本
会
議
で
の
質
疑

Ｑ
　�

空
調
設
備
を
整
備
す
る
順
序
は
ど
の

よ
う
に
決
定
し
た
の
か
。

A
　�

防
災
上
の
視
点
と
教
育
上
の
視
点
の
両
方
で

十
分
調
整
、
議
論
し
た
上
で
順
番
を
決
定
し

た
。

中
学
校
は
市
全
域
に
、
ま
た
広
域
的
に
配
置

さ
れ
、
小
学
校
体
育
館
よ
り
も
面
積
が
大
き

く
、
大
人
数
が
避
難
可
能
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
夏
場
の
高
温
下
、
中
学
校
体
育
館
で
部

活
動
を
行
う
生
徒
の
健
康
や
安
全
を
守
る
た

め
、
中
学
校
体
育
館
か
ら
先
に
整
備
す
る
こ

と
と
し
た
。

そ
の
中
で
も
武
生
第
一
中
学
校
と
南
越
中
学

校
を
優
先
す
る
の
は
、
大
雨
災
害
時
に
広
域

避
難
場
所
と
し
て
開
設
す
る
機
会
が
こ
れ
ま

で
多
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
武
生
第
五
中
学

校
を
優
先
す
る
の
は
、
土
砂
災
害
な
ど
で
孤

立
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

Ｑ
　�

ど
の
よ
う
な
空
調
設
備
を
整
備
す
る

の
か
。

A
　�
災
害
時
の
避
難
所
利
用
と
日
常
利
用
の
側
面

を
踏
ま
え
て
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

空
調
の
性
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
熱

源
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
や
都
市
ガ
ス
を
基
本
と
し
て

整
備
を
進
め
る
。

ま
た
、
災
害
時
に
避
難
所
と
し
て
確
実
に
機

能
す
る
よ
う
、
停
電
対
策
と
し
て
、
非
常
用

発
電
機
を
備
え
、
電
力
供
給
が
途
絶
え
た
場

合
で
も
空
調
設
備
が
継
続
し
て
稼
働
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　�

空
調
設
備
整
備
に
係
る
費
用
の
財
源

は
。

A
　�

有
利
な
財
源
措
置
で
あ
る
緊
急
防
災
・
減
災

事
業
債
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。
将
来
の
財

政
負
担
が
過
大
と
な
ら
な
い
よ
う
、
都
度
財

政
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　�

整
備
を
進
め
て
い
る
学
校
プ
ー
ル
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
電
力
は
体
育
館
空

調
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

A
　�

学
校
プ
ー
ル
に
設
置
さ
れ
た
太
陽
光
発
電
に

よ
る
電
力
は
、
体
育
館
空
調
に
使
用
す
る
こ

と
は
で
き
る
が
、
太
陽
光
発
電
は
天
候
に
大

き
く
左
右
さ
れ
る
た
め
、
大
量
の
電
力
を
消

費
す
る
空
調
に
流
用
す
る
こ
と
に
は
電
力
供

給
の
安
定
性
に
欠
け
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

議会議会のの深掘り深掘り
９月定例会で検討した議案を

詳しくお伝えします

議案４２号　令和７年度越前市
一般会計補正予算（第３号）のうち

中学校施設営繕事業

今回の深掘り議案は

令和７年度実施設計
令和８年度工事

令和 8 年度実施設計
令和 9 年度工事

令和９年度～実施設計
令和 10 年度～工事

整 備 計 画

武生第一中学校
武生第五中学校
南越中学校

武生第二中学校
武生第三中学校
万葉中学校
武生第六中学校

小学校

▲体育館での防災訓練の様子
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全 会 一 致 の 議 案 等
議　案 件　　名 議決の結果

議案第 42 号 令和７年度越前市一般会計補正予算（第３号） 可決

議案第 43 号 令和７年度越前市水道事業会計補正予算（第２号） 可決

議案第 44 号 令和７年度越前市下水道事業会計補正予算（第２号） 可決

議案第 45 号 令和６年度越前市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 可決及び認定

議案第 46 号 令和６年度越前市工業用水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 可決及び認定

議案第 47 号 令和６年度越前市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 可決及び認定

議案第 48 号 令和６年度越前市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定

議案第 49 号 令和６年度越前市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

議案第 50 号 令和６年度越前市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

議案第 51 号 令和６年度越前市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

議案第 52 号 越前市印鑑条例の一部改正について 可決

議案第 53 号 越前市附属機関設置条例の一部改正について 可決

議案第 54 号 工事の請負契約について 可決

議案第 55 号 市道路線の認定について 可決

議案第 56 号 財産の取得について 可決

議案第 57 号 令和７年度越前市一般会計補正予算（第 4 号） 可決

議案第 58 号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 同意

議案第 59 号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 同意

請願第 2 号 パレスチナにおける人道危機への対応を日本政府に求める意見書の提出に関する請願 みなし採択

令和 7年 9月定例会　本会議　議決結果

賛成・反対の双方があった議案等 (賛成：○　反対：×　欠席：欠）

会派名
議員名

議　案

議決
結果

市民ネットワーク 会派 郷働 会派 創至 誠和会 一志会 地域共生 会派 未来 諸派

土
田　

信
義

砂
田　

竜
一

吉
田　

啓
三

大
久
保
惠
子

小
玉　

俊
一

川
﨑　

悟
司

城
戸　

茂
夫

能
勢
淳
一
郎

小
形　

善
信

大
久
保
健
一

川
崎　

俊
之

佐
々
木
哲
夫

清
水　

一
德

近
藤　

光
広

橋
本
弥
登
志

題
佛　

臣
一

安
立　

里
美

畑　
　

勝
浩

桶
谷　

耕
一

前
田　

修
治

意見書案
第２号

パレスチナにおける
人道危機への対応を
求める意見書

可決 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 議
長 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議長は採決に加わりません。
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吉田啓三 議員川崎悟司 議員
市民ネットワーク会派　郷働

　今定例会では、15 人の議員が 9
月 8 日から 10 日の 3 日間、一般質
問を行いました。質問項目の中から
質問・答弁を要約し、掲載しました。

　二次元コードを読み取ると、各議
員の録画映像をご覧いただけます。

吉田　啓三　議員������� 4

川崎　悟司　議員������� 4

川﨑　俊之　議員������� 5

能勢淳一郎　議員������� 5

清水　一德　議員������� 5

橋本弥登志　議員������� 6

安立　里美　議員������� 6

畑　　勝浩　議員������� 6

土田　信義　議員������� 7

佐々木哲夫　議員������� 7

題佛　臣一　議員������� 7

桶谷　耕一　議員������� 8

大久保惠子　議員������� 8

前田　修治　議員������� 8

砂田　竜一　議員������� 9
※一般質問を行った順に掲載

9 月 定 例 会

一 般

質 問

自動運転実証実験の取組み

Q �自動運転において、信号協
調システムとはどういった
機能か。

A 　交差点が近づいた自動運転
バスに、信号機の色が現在何

色で、あと何秒で色が変わるのかを
送信することで、そのまま進むのか、
停車するのかを自動運転バスが判断
できるシステム。

Q �実際に導入するとしたら、
どれくらいの経費がかかる
のか。

A 　今回使用する車両で試算す
ると、購入する場合には約 1

億円、システムやその他の関連設備
の導入に約 7,500 万円、導入後の
維持費は年間 1,300 万円と試算し
ている。

本市の防災体制について

Q �飲料水や生活用水のために
浄水器の備蓄は。

A 　市浄水場に１時間当たり２
立方メートルの浄水装置と、

備蓄倉庫に毎分１０リットルの処理
能力の浄水器を保管している。

Q �災害時のトイレの問題につ
いての所見は。

A 　衛生面だけでなく、健康面
の観点から、特に高齢者や女

性、子どもなど、人の健康と尊厳を
守っていく。

Q �避難所の空調設備につい
て。

A 　大人数の収容ができ、部活
動の利用もある中学校を先行

整備とした。一中は都市ガス、五中・
南越中は、LP ガスを熱源として整備
する。財政上有利な起債を使い早期
に実現していく。

○子供たちに自転車の安全教育は
○�ヘルメットの着用義務に関する啓

発状況

その他の質問

※1

※1　自動運転実証実験
本市の自動運転実証実験は、バス・タクシー業界の深刻な運転者不足対策と、越前たけふ駅周辺における自
動運転を活用した移動サービスの導入可能性を検討するため、昨年度から実施。今回の自動運転レベルはレ
ベル２（部分運転自動化）であるが、レベル４（完全自動運転化）の実現に向け、実証実験を重ねていく予定。

▲ 災害用トイレトラック 
（画像提供：福井県広報広聴課）

▲ 自動運転 EV バス

用 語 の 解 説
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川﨑俊之 議員清水一徳 議員 能勢淳一郎 議員
誠和会一志会 会派　創至

市長の政治姿勢について

Q �市長として１期４年間の総
括は。

A 　市の職員と一緒に取り組
み、チャレンジしたことで、

職員や組織全体が大きく成長したと
思っている。市民の皆様のご理解ご
協力、また議会との議論を通じて今
後発展していく基盤が出来上がった
と感じている。

Q �市長選に向けての決意は。

A 　市民の皆様が幸せを実感で
きるふるさとをつくるために、

これまで国・県に対して積極的な働
きかけをして、なるべく一般財源を
使わずに行動してきた。今後も越前
市の発展と市民の幸せを実現してい
く。

千年未来工藝祭の今後の方向性は

千年未来工藝祭は、空間が閉じられ
ているので、お祭りとしては非常に
美しく、気分も出るイベントである。
2 日間の開催というのはもったいな
く、何らかの形で通年型になるとい
い気がする。運営について継続的な
ものにするため、実行委員会とも相
談していきたい。

Q �越前和紙バレー創造事業の
進捗と今後の方向性は。

A 　和紙バレー創造事業の進展
には、地元あるいは和紙組合

の皆さんの理解・協力と主体的な姿
勢が不可欠である。もっと前に進む
ようなエネルギーを出していただけ
ればありがたい。

商店街の現状と課題

Q 商店街が管理している街路
灯、アーケードの維持管理

を支援する補助金が必要では。

A 　今後のあり方は、商店街や
町内会、自治振興会との議論

が必要だと考える。

Q まちなかにぎわい創出のた
めにサマーフェスティバル

は街の中心で行なうべき。

A 　武生中央公園はさまざまな
条件で適地。まちなかでは市

民が新たな力と自主的な動きでイベ
ントを考えている。

Q �市総合計画の「ウォーカブ
ルなまちづくり」とは。

A 　まちなか空き家への居住促
進、観光サインの整備などで

まちなか回遊を目指すものである。

○令和８年度重要要望ついて
（�道路ネットワークの整備促進に

ついて　他）

その他の質問

○�こども園保護者会との語る会での
要望について

○�指定管理者制度に 
ついて

その他の質問

○原子力災害時の避難

その他の質問

※2

※2　市総合計画（越前市総合計画 2023）
本市が目指す将来像「幸せを実感できる　ふるさと」の実現に向けて、総合的かつ計画的なふるさとづくり
を推進するための市政運営の指針であり、市民や団体、事業者等と行政が、それぞれの役割を担いながら、
参画、協働してふるさとづくりに取り組むための共通のビジョンとなるもの。

▲平成 28 年　ふるさと踊り

▲ 千年未来工藝祭

用 語 の 解 説
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安立里美 議員 橋本弥登志 議員畑　勝浩 議員
会派　未来 地域共生諸派

増え続ける空き家への対策は

Q 各町内で空き家が増加して
いる。適切な管理が行われ

ていない空き家は様々なリスクが
ある。今後の対策は。

A 　空き家対策を進めるには、
地域の協力が必要である。17

地区へ出向き、地域の実情や課題、
提案などの意見交換を行う。

Q 所有者のいない空き家は、
法改正により、市が裁判所

に除去の申し立てができるが、
区長等の要望が必要か。

A 　必要に応じて、当該制度や
代執行制度を活用し、危険空

き家の除却等を図っていく。要望な
しで、法令に基づき進める。

異常気象について

Q 今年の平均気温は何度上
がったのか。また、熱中症

搬送件数はどれぐらいあるのか

A 　県の今年 7 月の平均気温が
29.6 度で、昨年度より 1.8 度

上がった。熱中症搬送件数は、本年
1月から8月31日までに94 件あり、
昨年同時期より 27 件増えている。

Q ��熱中症対策はどのように
行っているのか。

A 　保育園、学校、福祉サービ
ス事業所、農業関係者等に対

し注意喚起をしている。

Q 紫外線対策はどのようにし
ているのか。

A 　学校では、帽子の着用、日
傘の使用、長袖の着用などで、

子どもたちが天候などを考えて判断
できるよう指
導している。

害獣への対策と現況

Q 山林から下りてくるサル、イ
ノシシ、シカ、クマ。市街地

に定着したハクビシン、アナグマ、
アライグマ。どれも農作物や家屋
を荒らし、市民を悩ませている。
伝染病の感染源になる恐れも高
い。野生動物に飼い主はいない。
市が率先し、公共事業として、広
域での駆除に力をいれるべきでは。

A 　自分の土地は自分で守って
ください。自衛、自助をお願
いする。

Q 害獣が増えているにも関わ
らず、今年4月から捕獲檻

設置に個人支払いが発生するよ
うになり、市民の負担が増えた。
また、昨今頻繁に街中に出没す
るサルは、ロケット花火で山の中
まで、市民の努力で追い返せと
言うが個人への負担が大きく過
ぎるのではないか。

A 　市の今後の重要な検討課題
とする。

○�直下型地震に向けた避難対策につ
いて

○�いじめ対策委員会、
いじめ等第三者調査
委員会について

その他の質問

○渇水対策について

その他の質問

※3

▲ �生コンクリート 
ミキサー車から 
農地への給水

国土交通省ホームページより引用

▲ 民家庭で捕獲されたハクビシン

※3　代執行制度（行政代執行）
所有者に代わり、行政が適正管理に向けた取り組みを行うこと。何度も改善を要求しているにも関わらず所
有者が対応してくれない場合、行政が強制的に敷地に立ち入り、必要な対策を取るというもの。

用 語 の 解 説
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土田信義 議員題佛臣一 議員 佐々木哲夫 議員
市民ネットワーク会派 未来 一志会

ひな祭りの発祥は、越前市では？

Q ひな祭りの発祥の地が、越
前市とする古書が、発見さ

れた。ホツマツタヱという歴史書
である。この情報収集に努め、
本市の新たな「誇り」「お国自慢」
「まちづくり」「観光」につなげて
ほしい。

A 　ホツマツタヱは、高島市の
日吉神社で全 40 巻の発見を

契機に近年注目を集めている。他自
治体の事例を参考にし、文化財や地
域史の観点から情報収集を行う。越
の国の技術や文化に深みを持たせ
る。地域の文化を生かすことは極め
て大事。ひな祭りの聖地というのは、
新しい視点でいい題材。進める材料
とし、生かす方法を考える。

1 日も早い全線開通を

Q 北陸新幹線は新大阪まで繋
がってこそ役割を果たす

が、地元京都市では地下水や残
土処理等の懸念が根強く、慎重
な姿勢を見せている。地元との
温度差はかなりあると思うが、今
後、「越前たけふ駅」を抱える越
前市の立場（スタンス）をどの
ように考えているのか。

A 　ルートについては着工 5 条
件を満たし得るのは、小浜・

京都ルートしかない。課題はたくさ
んあるが、力を結集して国、県、関
係自治体と一緒にやっていくことし
かない。

Q 京都府や京都市が前向きで
ない姿勢を示している中、

小浜・京都ルートでなければな
らない状況説明を定期的にいろ
んな場面でしてほしい。

A 　年間約 800 億円しかない
新幹線の国費の増額、地方負

担の軽減、JR が国に支払う施設使用
料の代わりとなる財源確保などを働
きかける。今後も市民の皆さんに理
解してもらうように力を尽くしたい。

気候変動・地球温暖化を考える

Q 以前に比べ、市の自然エネ
や省エネの取り組みは、非

常に積極的、具体的になってい
るが、喫緊の気候変動や地球温
暖化対策を踏まえると、さらに
積極的な脱炭素対策に取り組ん
でほしい。

A 　今年は、本当に暑い夏だっ
たため身に染みて気候変動・

地球温暖化の問題について、市民の
皆さんも改めて認識されたと思う。

Q �昨今の酷暑などの厳しい気
候変動現象の市の受け止め
は。

A 　現在、連日 35 度が当たり
前。野外活動が危険なレベル。

温暖化により市民はライフスタイル
の変更を強いられている。食料生産
を担う農業への影響も大きい。まさ
に地球温暖化対策を喫緊の課題とし
て取り組んでいく必要性があると感
じている。

○�コウノトリの放鳥について

その他の質問

○�越前たけふ駅周辺 
整備事業について

その他の質問

※4

▲ 土田議員 ホームページ

※4　着工５条件
整備新幹線を整備するに当たっては、①安定的な財源見通しの確保、②収支採算性、③投資効果、④営業主
体である JRの同意、⑤並行在来線の経営分離についての沿線自治体の同意　の 5つの条件を満たしているこ
とを確認したうえで、着工することとしている。

用 語 の 解 説

（7）  越前市議会だより　第 82 号

特

集

委
員
会
審
査

議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問

ト
ピ
ッ
ク
ス



大久保惠子 議員 桶谷耕一 議員前田修治 議員
市民ネットワーク 諸派（公明党）諸派（日本共産党）

香害対策について

Q 昨年、議会は香害対策請願
を全会一致で採択した。請

願事項の進捗状況を聞く。庁内
のフレグランスフリー対応は？

A 　本庁舎において、今年 1 月
よりハンドソープや拭き掃除

用タオル洗い洗剤は全て無香料に変
更済み。

Q 全国訪問看護協会のチラシ
の活用は？

A 　令和 6 年 12 月に民生委員・
児童員に、令和 7 年 1 月にケ

アマネージャーに、2 月に介護支援
サービス事業者所にチラシを配布し
て周知した。今後、介護サービス事
業所及び障害者福祉サービス事業所
の研修会で説明予定。

Q �人権教育としてのハラスメ
ント対策は？

A 　出前講座を拡充し理解促進
を図っている。今年 4 月開催

の公民館館長・主事の研修会で理解
を深めた。障害のある人への合理的
配慮の義務化は、市 HP に掲載し広
く周知を図っている。

人口減少問題について

Q 人口減少に伴い、町内会役
員や自治振興会役員のなり

手不足がある。自治振興会の業
務の見直しを進めているが、そ
の進捗状況どうか。

A 　負担軽減を促すため、全て
の依頼事業の洗い出し、検討

している、今秋以降、市自治連合会
や各地区自治振興会から意見を聞
き、方針をまとめる。

Q 少子化に伴い、少人数学級
が増えている。今後の方針

を示せ。

A 　学校では、児童生徒が集団
の中で、多様な考えに触れ、

認め合い、協力し合い、切磋琢磨す
ることを通じて社会性や規範意識を
身に着ける。学校は一定規模を確保
することが重要と考えている。

自転車安全走行の環境整備

Q 市の自転車活用推進計画
は、自動車に頼りすぎない

社会の実現で自転車の利用を増
やしていこうとするものだが、自
転車が安全に走行できる空間を
確保するために道路などの環境
整備が早急に必要ではないか。

A 　非常に車依存の生活から転
換を図ることが必要だが、通

行空間の整備など少しでも利用しや
すい環境づくりが必要である。一気
に自転車優先とはならないが、少し
ずつ安全に自転車で走れる越前市を
目指していきたい。

○ネオニコチノイドの削減を
○�自治振興会事業の抜

本的見直しを

その他の質問

○鳥獣害対策について

その他の質問

○�老朽化した街路樹
の安全な維持管理
体制を

その他の質問

※5

▲ 自転車教室の様子

▲ 自治振興会行事の様子

※5　香害
合成洗剤や柔軟剤、化粧品類などに含まれる合成香料（化学物質）によって、さまざまな健康被害が生ること。
合成香料（化学物質）から化学物質過敏症が誘発されるともいわれている。

用 語 の 解 説

越前市議会だより　第 82 号  （8）

特

集

委
員
会
審
査

議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問

ト
ピ
ッ
ク
ス



砂田竜一 議員
市民ネットワーク

越前たけふ駅の駐車場対策

Q �駐車場増設など工事の進捗
と今後の予定は。

A 　北側に駐車場約 100 台分
を整備しているうち 79 台が

９月 12 日に供用開始し、残りは年
内の完成を目指す。駅東第１、第２
駐車場の消雪工事は９月中旬から工
事に着手し、降雪前の完成を目指す。

Q 駐車場有料化の検討につい
て今後考えは。

A 　有料化とする場所やコス
ト、割引制度などの課題につ

いて全国的な事例も参考に効果を見
極め、有料化の検討をする。

○クマ対策の政策について

その他の質問

・「みんなでつくる　幸せな未来」をサブタイトルに
・�タブロイド判 8 ページから A4 判 16 ページに変更
・�2 色刷りからフルカラーに
・�これまでより写真をたくさん掲載し、わかりやすい紙面構成に
・�新コーナー誕生 「親子 de 学ぶ議会のはなし」「みんなの声」

▲ 議会だより編集委員会

10 月 26 日に執行された越前市議会議員補欠選挙で
2 人の議員が選ばれました。

年賀状等あいさつ状の禁止について
公職選挙法により、議員が選挙区内に対し、年賀状などのあいさつ状を出すことは、
禁止されております。
皆様のご理解とご協力をお願いします。

▲ 9 月から供用開始した駐車場

松
まつ

 本
もと

 照
てる

 美
み

 議員
住　所　越前市千福町 139
電　話　090-8967-7579
抱　負
この度、沢山の方のご支持をいた
だきお礼を申し上げます。
子どもの育ちに関わる人への支援、
介護等福祉に関わる人への支援に
取り組みたいです。
市民の皆様の声をお聴きし、市政
に反映できるよう頑張ります。

森
もり

 本
もと

 辰
よし

 之
ゆき

 議員
住　所　越前市国高三丁目 15-1-46
メール　kizuna_en0369@yahoo.co.jp
抱　負
市民の皆さんに感謝いたします。
弱い立場の方々が大切にされ、互
いに愛し合い分かち合いながら、

「真・善・美」のまちを目指します。
そして、「伝わらない声」を市政に
届け、誠意をもって、しっかり働
きます。

議員 2 人が仲間入り

より多くの人に読んでもらえることを
目指して、今号から議会だよりを全面
リニューアルしました。

変更点変更点

議会だより 全面リニューアルしました
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Ｑ
：�
こ
れ
か
ら
物
価
高
騰
対
策
に
取
り
組

む
と
い
う
こ
と
だ
が
、
現
在
の
給
食

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

Ａ
：�

限
ら
れ
た
金
額
の
中
で
、
食
材
を
工

夫
し
な
が
ら
、
栄
養
を
考
え
た
給
食

を
提
供
し
て
い
る
。

要
望

　
国
か
ら
の
支
援
が
な
く
て
も
、
市
独
自

で
対
応
す
る
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
ほ
し

い
。

　

紹
介
議
員
お
よ
び
参
考
人
か
ら
の
説

明
、
委
員
会
協
議
の
後
、
採
決
を
行
い
、

意
見
書
を
提
出
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

Ｑ
：�

い
じ
め
調
査
委
員
会
・
い
じ

め
等
第
三
者
調
査
委
員
会
を

附
属
機
関
と
し
て
設
置
す
る

こ
と
と
な
っ
た
経
緯
は
。

Ａ
：�

い
じ
め
の
重
大
事
態
の
疑
い

が
発
生
し
、
調
査
の
必
要
性

が
起
き
た
場
合
に
、
独
立
性
・

透
明
性
を
持
っ
て
第
三
者
に

よ
る
調
査
を
速
や
か
に
行
う

た
め
に
は
、
附
属
機
関
を
置

く
必
要
性
が
あ
っ
た
た
め
。

Ｑ
：�
い
じ
め
調
査
委
員
会
で
は
重
大

事
態
に
係
る
調
査
等
を
行
う

と
あ
る
が
、
重
大
事
態
の
判

断
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

Ａ
：�

国
の
い
じ
め
防
止
対
策
推
進

法
に
、
い
じ
め
の
重
大
事
態

の
定
義
が
２
つ
定
め
ら
れ
て

い
る
。

一
つ
は
、
い
じ
め
に
よ
り
当
該
学

校
に
在
籍
す
る
児
童
等
の
生
命
、

心
身
、
ま
た
は
財
産
に
重
大
な
被

害
が
生
じ
た
疑
い
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
、
も
う
一
つ
は
、
い
じ
め

に
よ
り
当
該
学
校
に
在
籍
す
る
児

童
等
が
、
相
当
の
期
間
、
学
校
を

欠
席
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
で
あ
る
。
重
大
事
態
の
判
断
は
、

教
育
委
員
会
が
学
校
か
ら
の
「
い

じ
め
事
案
報
告
書
」
や
関
係
者
か

ら
の
聞
き
取
り
等
を
基
に
行
う
。

教
育
厚
生
委
員
会

総
務
委
員
会

教
育
厚
生
・
総
務 

連
合
審
査
会

物
価
高
騰
に
対
す
る
現
状
は
？

パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る

人
道
危
機
へ
の
対
応
を
求
め
る

意
見
書
に
関
す
る
請
願
審
査

い
じ
め
調
査
委
員
会
・
い
じ
め
等
第
三
者
調
査
委
員
会
の

設
置
に
至
っ
た
経
緯
は
？

委員会で審査した議案
・�越前市印鑑条例の一部改正について
・工事の請負契約について� その他予算案 1件

委員会で審査した議案
・�越前市附属機関設置条例の一部改正
について
※�採決は教育厚生委員会にて行った

〈
総
務
委
員
協
議
会
　
研
修
〉

　
9
月
24
日
に
、
自
動
運
転
の
概
要

や
社
会
実
装
の
市
場
背
景
に
つ
い

て
、事
業
者
を
説
明
員
と
し
て
招
き
、

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
自
動
運
転
の
実
用
化
に
よ
り
、
公

共
交
通
の
維
持
、
交
通
事
故
の
削
減

や
、
運
転
者
不
足
へ
の
対
応
に
つ

な
が
る
一
方
、

現
在
は
、
複

雑
な
信
号
の

認
識
や
、
路

上
駐
車
の
回

避
な
ど
走
行

障
害
へ
の
対

応
に
つ
い
て

課
題
が
あ
る

と
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

委員会で詳しく審査
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産
業
建
設
委
員
会

議
会
活
性
化

�

特
別
委
員
会

公
共
交
通
対
策

�

特
別
委
員
会

越
前
和
紙
産
地
を
中
心
と
し
た
宿
泊
施
設
整
備
の

支
援
の
効
果
は
？

Ｑ
：�
越
前
和
紙
産
地
を
中
心
と
し

た
宿
泊
施
設
整
備
の
支
援
が
、

ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら

す
の
か
。

Ａ
：�

本
支
援
は
「
越
前
和
紙
バ
レ
ー

創
造
事
業
計
画
」
に
基
づ
い

て
、
越
前
和
紙
産
地
周
辺
に

あ
る
宿
泊
施
設
を
対
象
に
行

う
も
の
で
、
宿
泊
者
が
地
域

に
増
え
る
こ
と
で
、
滞
在
時

間
が
長
く
な
る
。

そ
の
結
果
、
お
土
産
の
購
入

や
、
タ
ク
シ
ー
の
利
用
、
飲
食

店
で
の
食
事
な
ど
、
地
域
内
で

新
た
な
消
費
が
生
ま
れ
る
。

Ｑ
：�

補
助
金
交
付
後
も
利
益
の
出

る
経
営
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
重
要
。
市
の
伴
走
的
な
支

援
は
あ
る
か
。

Ａ
：�

補
助
金
申
請
時
に
、
中
小
企

業
診
断
士
な
ど
の
専
門
家
の

所
見
を
添
付
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
交
付
後
も
、
専
門

家
に
経
営
相
談
で
き
る
よ
う

伴
走
支
援
を
し
て
い
く
。

委員会で審査した議案
・市道路線の認定について
・財産の取得について

その他予算案 4件

通
年
議
会
導
入
の
検
討
に
つ
い
て
、
メ

リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
の
検
証
や
プ
ロ
セ

ス
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

次
に
、
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
に
つ
い
て
、
実
際
の
機
器
を
用
い
て

配
信
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

視
聴
し
や
す
い
画
質
・
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル

と
な
っ
て
い
る
か
、
聞
き
取
り
や
す
い
音

声
が
配
信
で
き
て
い
る
か
の
確
認
を
行
い
、

ま
た
、
実
施
に
向
け
検
討
す
べ
き
項
目
を

整
理
し
、
会
議
を
配
信
す
る
際
の
運
営
上

の
注
意
点
な
ど
を
議
論
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
議
員
間
協
議
に
よ
り
議
論

を
深
め
、
実
施
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各
種
団
体
と

の
語
る
会
を
開
催
し
、
市
民
の
議
会
に
対

す
る
理
解
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
議
員
の
政
策
提
案
に
つ
な
が
る

政
策
研
究
活
動
に
つ
い
て
は
、
先
進
地
の

取
り
組
み
を
ふ
ま
え
政
策
研
究
会
の
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
研
究
し
、
議
員
間
協
議
に

よ
り
議
論
を
深
め
、
実
施
に
向
け
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

９
月
25
日
に
、
10
月
か
ら
大
き
く
変
わ

る
当
市
の
公
共
交
通
（
新
た
な
地
区
で
の

予
約
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実
験
、

廃
線
・
減
便
と
な
る
一
部
の
バ
ス
路
線
）

の
内
容
に
つ
い
て
、
市
地
域
交
通
課
か
ら

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
公
共
交
通
施
策
の
全
体

経
費
の
分
析
は
重
要
で
あ
る
と
の
意
見

や
、
自
動
運
転
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
運
行
経
費
も

高
額
で
あ
り
、
将
来
に
負
担
を
残
さ
な
い

運
用
が
課
題
で
あ
る
と
の
意
見
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

〈
特
別
委
員
会
　
視
察
〉
報
告

７
月
に
、
新
潟
県
上
越
市
、
長
野

県
佐
久
市
へ
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

各
市
の
公
共
交
通
の
在
り
方
に
つ

い
て
説
明
い
た
だ
き
、
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。
将
来
に
わ
た
っ
て
、
持
続

可
能
な
公
共
交
通
を
構
築
で
き
る
よ

う
見
識
を
広
め
ま
し
た
。

クローズアップ徹底検証

▲ 11 月 9 日オープンの宿泊施設「SUKU」
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総
務
分
科
会

教
育
厚
生
分
科
会

産
業
建
設
分
科
会

●
保
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
事
業
に
つ
い
て

Ｑ
：�

ど
の
よ
う
な
事
業
な
の
か
。

Ａ
：�

子
ど
も
の
発
達
に
関
し
て
、
専
門
的
な
知
識
や
経

験
を
有
す
る
保
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
定
期
的
に

市
内
の
保
育
園
等
を
巡
回
し
、
園
内
の
発
達
が
気

が
か
り
な
子
ど
も
の
日
々
の
状
況
や
援
助
の
相

談
、保
護
者
面
談
等
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

園
内
の
気
が
か
り
な
子
ど
も
へ
の
支
援
体
制
の
構

築
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
：�

事
業
の
成
果
は
。

Ａ
：�

保
育
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
対
象
の
子

ど
も
の
発
達
へ
の

支
援
方
法
に
つ
い

て
、
園
に
助
言
を

行
う
こ
と
で
、
保

育
者
の
子
ど
も
へ

の
対
応
の
質
の
向

上
、
保
育
者
の

不
安
軽
減
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
保
護
者
に
対
し
、
子
ど
も
へ
の
対
応
に
つ

い
て
助
言
を
行
う
こ
と
で
、
医
療
機
関
へ
の
受
診

や
安
心
し
た
子
育
て
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
自
立
相
談
支
援
事
業
委
託
料
に
つ
い
て

・
子
育
て
一
時
支
援
事
業
に
つ
い
て

・
多
動
傾
向
等
児
童
生
徒
支
援
事
業
に
つ
い
て

・
地
域
ク
ラ
ブ
振
興
委
託
料
に
つ
い
て　
な
ど

●�

た
け
ふ
菊
人
形
事
業
お
よ
び
花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

に
つ
い
て

Ｑ
：�

た
け
ふ
菊
人
形
の
令
和
６
年
度
の
事
業
総
括
は
。

Ａ
：�

令
和
６
年
10
月
４
日
か
ら
11
月
４
日
ま
で
の
32
日

間
開
催
し
、総
入
場
者
数
は
23
万
５
千
人
で
あ
っ
た
。

大
河
ド
ラ
マ
光
る
君
へ
の
放
送
に
合
わ
せ
工
夫
し

た
菊
人
形
展
示
や
、
大
河
ド
ラ
マ
館
と
連
携
し
た

広
報
を
実
施
し
、
入
場
者
数
は
、
前
年
よ
り
も

３
万
４
千
人
増
加
し
た
。

一
方
、
夏
の
猛
暑
に
よ
り
菊
花
の
開
花
が
遅
れ
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
の
と
き
に
会
場
内
の
菊
花
が

咲
い
て
い
な
い
な
ど
の
課
題
も
あ
っ
た
。
菊
農
家

や
菊
花
協
会
な
ど
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
、
今
年

の
開
催
時
期
を
遅
ら
せ
る
こ
と
を
実
行
委
員
会
に

て
検
討
し
た
。

Ｑ
：�

菊
づ
く
り
を
広
く
普
及
さ
せ
る
取
り
組
み
は
。

Ａ
：�

長
年
続
け
て
い
る
大
菊
づ
く
り
の
講
座
を
行
っ
た
。

今
後
は
、
ス
プ
レ
ー
菊
づ
く
り
な
ど
難
易
度
を
落

と
し
、
気
軽
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
取
り
組

み
を
進
め
た
い
。

要
望：�
菊
の
ま
ち
づ
く
り
の
抜
本
的
な
分
析
と
、
検
討
を
。

た
け
ふ
菊
人
形
は
、
高
い
経
済
効
果
も
期
待
で
き

る
。
柔
軟
な
ア
イ
デ
ィ
ア
の
も
と
、
市
内
外
か
ら

多
く
の
来
場
者
が
来
ら
れ
る
工
夫
を
続
け
て
ほ
し

い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・�

環
境
調
査
型
農
業
お
よ
び
有
機
農
業

産
地
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て

・
街
路
樹
等
管
理
委
託
料
に
つ
い
て

・
単
独
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て　
な
ど

●
紫
式
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
つ
い
て

Ｑ
：�

紫
式
部
に
関
わ
る
事
業
を
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に

継
続
し
て
い
く
の
か
。

Ａ
：�

大
河
ド
ラ
マ
の
放
映
に
よ
り
、
当
市
の
歴
史
や
伝

統
文
化
に
も
注
目
が
集
ま
っ
た
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
様
々
な
要
素
を
う
ま
く
生
か
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
地
域
防
災
対
策
事
業
に
つ
い
て

Ｑ
：�

導
入
し
た
避
難
情
報
を
発
信
す
る
一
斉
配
信
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
、
住
民
の
被
害
情
報
の
集
約
な
ど

も
で
き
る
機
能
は
あ
る
の
か
。

Ａ
：�

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
住
民
へ
の
情
報
発
信
の
シ
ス

テ
ム
で
あ
り
、
住
民
か
ら
の
被
害
情
報
の
集
約
に

は
、
対
応
し
て
い
な
い
。
県
の
電
子
申
請
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
て
、被
害
情
報
を
受
け
ら
れ
な
い
か
、

現
在
、
検
討
し
て
い
る
。

●
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
に
つ
い
て

Ｑ
：�

外
国
人
市
民
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
現
状
と
、防
災
リ
ー

ダ
ー
の
情
報
発
信
は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。

Ａ
：�

現
在
50
名
の
方
に
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま

た
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
が
行
う
情
報
発
信
に
つ
い
て

は
、
情
報
を
受
け
た
防
災
リ
ー
ダ
ー
が
、
い
ろ
い

ろ
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
、
仲
間
の
方
々
に

発
信
し
て
い
る
。
合
わ
せ
て
、
国
際
交
流
協
会
に

も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
情
報
発
信
に
努
め
て
も

ら
っ
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
に
つ
い
て

・
地
域
交
通
対
策
事
業
に
つ
い
て

・
地
域
自
治
振
興
事
業
に
つ
い
て

・
男
女
協
働
参
画
推
進
事
業
に
つ
い
て　
な
ど

決算特別委員会で話し合ったこと
9 月定例会では、決算特別委員会を設置し、前年度決算の認定について審査を行います。
委員会は分科会方式で行われ、3 つの分科会でそれぞれ審査を行い、すべて認定されました。
各分科会で行われた質疑を一部紹介します。

▲ 保育の様子
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決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
の

決
算
審
査
お
よ
び
議
員
間
協
議
を
行
い
、
次
年
度

の
予
算
編
成
に
向
け
、
農
業
振
興
費
（
農
業
の
担

い
手
と
有
機
農
業
）
に
関
す
る
提
言
案
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。

　
こ
の
提
言
は
、
10
月
14
日
に
越
前
市
議
会
か
ら

の
提
言
と
し
て
、
議
長
か
ら
市
長
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。提

言
の
概
要

　
本
市
で
は
、「
越
前
市
食
と
農
の
創
造
条
例
」

の
基
本
理
念
、

① �

か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
を
育
む
潤
い
の
あ
る
食

の
実
現

② �

た
く
ま
し
く
自
立
す
る
農
業
、
有
機
農

業
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
、
生
き

が
い
と
し
て
の
農
業
な
ど
、
多
様
な
農

業
の
実
現

③ �

農
を
基
盤
と
し
た
豊
か
な
自
然
環
境
の
保

全
及
び
人
と
人
と
が
絆
で
結
ば
れ
た
地

域
社
会
の
実
現

　
に
基
づ
き
、
担
い
手
の
育
成
、
農
家
へ
の

支
援
、
有
機
の
農
業
の
推
進
を
図
っ
て
き
て

い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る

た
め
、
次
の
こ
と
を
求
め
る
。（
９
項
目
）

　
提
言
の
全
文
に
つ
い
て
は

こ
ち
ら
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
決
算
に
は
、
１
年
間
行
政
が
取
り
組
ん
だ
成
果

を
総
括
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
決
算
審
査
で
明

ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
予
算
編
成
に
向
け
提
言
す

る
こ
と
で
、
次
年
度
事
業
を
よ
り
効
果
的
に
実
施

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
政
策
サ
イ

ク
ル
の
取
り
組
み
で
す
。

　
本
市
議
会
で
は
令
和
３
年
度
の
決
算
審
査
か
ら

政
策
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
重
要
な
点
は
、
決
算
審
査
と

予
算
審
査
を
連
動
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

提
言
の
提
出
に
よ
り
取
り
組
み
が
完
了
す
る
も
の

で
は
な
く
、
提
言
が
ど
の
よ
う
に
予
算
に
反
映
さ

れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
次
の
ス

テ
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。
３
月
定
例
会
で
の
当
初
予

算
の
審
査
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と

確
認
し
て
い
き
ま
す
。

政策サイクルの仕組み
・決算に向けた
   調査研究

・次年度の
   予算審議
・予算反映の
   チェック

・決算審査

9 月

12月

6月

3月

決算審査

論点整理

提 言

提言提言をを市長市長にに提出提出
～決算審査と予算審査を連動させる政策サイクルの取り組み～

▲ 10 月 14 日提言提出時
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丹南地区議員の皆さんと
研修会に参加

福井県知事に
重要要望を提出

市民と議会との語る会を
開催（常任委員会）

自動運転 EVバスに試乗

7 月 25 日に鯖江市で研修会が行われ、福井
県立大学地域経済研究所の佐々井司教授か
ら、「人口減少時代に求められる地域政策と
は何か」をテーマに講演を受けました。詳細
なデータ分析に基づき、人口減少の実態と今
後の行方について知見を深めました。

9 月 4 日に、県内 9 市の議会で構成する福
井県市議会議長会は杉本知事に、重要要望書
を提出しました。本市議会からは、越前たけ
ふ未来創造基地（仮称）の整備支援をはじめ、

「北陸新幹線効果の波及・拡大」を強く要請
しました。

8 月 22 日に農業関係者と産業建設委員との
語る会、8 月 26 日に公立保育園・認定こど
も園保護者会役員と教育厚生委員との語る会
を開催し、活発な意見交換が行われました。
この語る会での意見については、政策サイク
ルの取り組みに反映しました。

将来のバスやタクシーの運転士不足の対策と
して、また、越前たけふ駅周辺における自動
運転を活用した移動サービスの導入の可能性
を探るため、市では昨年度に引き続き自動運
転 EV バスの運行を行っています。10 月 14
日に試乗を行い、自動運転技術を体験しまし
た。

市議会の活動ニュース市議会の活動ニュース
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～みんなでつくる　幸せな未来～
シリーズで議会のことをわかりやすく紹介します。
未来を築く子どもたちは私たちの宝。その子どもたちが、市政や市議会の活動に関心を持ち、
親子で ‘‘ 越前市の明るい未来 ’’ を語るきっかけになることを願っています。

　学校には児童会などがあり、みんなが楽しく学校生活を送れるよう、意見をまとめたり、約束ごと
を決めたりしています。同じように、越前市がよりよいまちになるように、市のきまりやお金の使い
方などについて話し合ったり、決めたりするところが「市議会」です。
　しかし約 8 万人の市民が集まって話し合うことはできません。そこで、選挙をして、市民の代表者
を選び、話し合うことにしています。この代表者が「市議会議員」です。

　越前市議会議員の数は、越前市の条例（きまり）で、22 人と決めています。市議会議員になれる
人は 25 歳以上の越前市民で、4 年に 1 度の選挙で選ばれます。市議会議員を選ぶことができる人は、
18 歳以上の越前市民です。
　越前市議会議員が 2 人辞めて 20 人となっていたため、10 月 26 日に越前市議会議員補欠選挙が行
われ、新たに 2 人の議員が加わりました（関連記事 9 ページ）。次の選挙は、来年 7 月予定です。

1　市の条例（きまり）を決めたり、あらためたりします。
2　市の仕事をするための予算を決めたり、正しく使われているかを調べたりします。
3　市の仕事が、市民のために正しく行われているかを調べます。
4　国や県などに対して、「こうしてほしい」という意見を出します。

市議会って、なあに？

議員は、どうやって選ぶの？

市議会は、どんな仕事をしているの？

未
み ら い

来ちゃん

Vol.1‘‘‘‘ ’’’’親子親子 学ぶ学ぶ議会議会ののはなしはなしdede

10月26日に越前市議会議員補欠選挙
があったみたいだけど、市議会とか、
議員ってなあに ?

それはね、・・・
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長年、地域で学童保育などに携わっていま
す。社会環境が変わり、例えば、子どもを外
で遊ばせることができなくなっています。子
どもを産んで地域で育てるための環境が整備
されることを願っています。

議会だよりの題字や、市役所玄関などに設
置する議会傍聴の看板の揮

き
毫
ごう

を子ども達が担
うことは、議会を身近に感じ、議会に関心を
持つきっかけとなると思います。

よりよい越前市になるよう、子どもを含む
幅広い世代の人たちと議員とが語れる場があ
り、議員任せではなく、みんなで地域につい
て考えていければいいと思います。

ともに考え
よりよい越前市に

地域の特性や文化を
生かしたまちづくりを

議会モニター

増
ま す

田
だ

 久
ひ さ

恵
え

さん

議会モニター

水
み ず

嶋
し ま

 啓
ひ ろ

人
と

さん

日
々
の
暮
ら
し
で
思
う
こ
と

日
々
の
暮
ら
し
で
思
う
こ
と

ま
ち
づ
く
り
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど

ま
ち
づ
く
り
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど

議
会
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
声
を
聴
き
ま
し
た

議
会
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
声
を
聴
き
ま
し
た

み
ん
な
の
声

み
ん
な
の
声 商工会の会員として、地域の商工業発展と

活性化のため、日々活動しています。その活動
などを通して、地域ぐるみで子どもたちが大切
にされていると感じています。各種イベントで
の子どもが主役の企画や子どもの見守り活動な
ど、関係者の方々に感謝するとともに、子ども
たちがこの環境の中でまっすぐ健やかに育って
くれることを願っています。

また、ないものねだりではなく、地域の特性
や文化などを生かしたまちづくりで地域が活性
化し、市がさらに発展していけたらといいと思
います。

議会モニターになり、議会で鳥獣対策や農業、
道路整備、教育など私たちの生活に直結する課
題について議論されている様子を見て、議会を
身近に感じています。

問
合
先

市
議
会
事
務
局

℡
（
２
２
）
３
４
２
６

12 月定例会の日程  11月25日（火）~12月18日（木）
詳しい日程はホームページをご覧ください。

議会中継は、こしの都ネットワークや、
インターネット・スマートフォンでもご覧いただけます。

・こしの都ネットワークで議会放送を見るときは、092 チャンネルです。

・インターネット・スマートフォンで見るときは、
  越前市議会のホームページの「インターネット議会中継」をクリックしてください。

<
  

チ
ャ
ン
ネ
ル  >

議会放送を見るために
はリモコンのこのボタ
ンで 092チャンネル
に合わせてください。
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委
員
長	
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々
木
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夫

副
委
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長	

砂
田
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一

委

員	

能
勢
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郎	
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勝
浩

	

橋
本
　
弥
登
志	

小
玉
　
俊
一

	

川
﨑
　
俊
之	

安
立
　
里
美

題字揮毫
武生東高校 2 年

奥村　梨緒奈 さん
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